
「とちぎの百様」ジュニアコンクール 

～ わたしが好きな、みんなに伝えたいとちぎの百様 ～ 

「とちぎの百様」の素晴らしさを広く県内外に伝えるため、 

「とちぎの百様」について学んだことや好きなところなど表現した作品を募集します。 

  
○「とちぎの百様」とは 
 栃木県民の郷土愛の醸成と栃木県のブランド力の向上を図るため、後世に残したい、大切にしたい、

自慢できる栃木県の 100 の地域資源を「とちぎの百様」として選定しました。 
－「とちぎの百様」の由来－ 
 雷を「雷様」というように、本県では人以外のものに「様」を付けて擬人化することで、「敬

意」や「親しみ」などを表すことがあります。本県の 100 の資源を「敬意」と「親しみ」を込め、

「とちぎの百様」と名付けました。 ※ 擬人化：人間でないものを人間に見立てて表現するこ

と。 
 
■対  象  県内に在住または通学している小学４年生～中学３年生  
 
■募集作品  作文部門、俳句・川柳部門、絵画部門 
 
■表  彰   優秀賞 賞状・図書カード 5,000 円分 

（小学生の部：３作品×３部門、中学生の部 ３作品×３部門） 
参加賞  とちまるくんグッズ（予定） 
 

■応募締切  平成 28 年 10 月 14 日（金）（必着） 
 

    

ホームページをご覧ください 



「とちぎの百様」ジュニアコンクール 作品募集要項 
１ 趣旨 
  「とちぎの百様」への理解や興味を深めることにより、栃木県民の郷土愛の醸成や栃木県のブランド力の向上を

図るため、県内の小中学生による「とちぎの百様」に関する作品を募集します。 
 
２ 主催    栃木県  栃木県教育委員会 
 
３ テーマ   わたしが好きな、みんなに伝えたい「とちぎの百様」 
 
４ 応募資格  県内に在住または通学している小学４年生～中学３年生 

小学生の部（小学４年生～小学６年生）・中学生の部（中学１年生～中学３年生）  
 
５ 作品課題 
   「とちぎの百様」の中で、自分が好きなものや、実際に行ったり、参加したり、見たり、食べたりして、 
  ほかの人にも紹介したい、自慢したいと思うことを、作文、俳句・川柳、絵画で表してください。 

なお、作品は、自作で未発表のものに限ります。 
 
６ 部門及び規格等 

(1) 作文部門 
 ・400 字詰め原稿用紙３枚以内 

  ・一行目に題名とテーマとした百様の名前、二行目に学校名、学年、氏名（ふりがな）を記入し、三行目か

ら本文を書いてください。 
(2) 俳句・川柳部門 

・五・七・五を基本とし、指定の応募用紙もしくは任意様式にて提出（１人２作品まで応募できます。） 
  ・任意様式で提出の場合、学校名、学年、氏名（ふりがな）、テーマとした百様の名前を記入してください。 
(3) 絵画部門 

・八ツ切り（38cm×27cm）以上四ツ切り（54cm ×38cm）以下 
・画材は水彩絵の具、クレヨン、パス、色鉛筆等  ※ 写真その他の材料を貼り付けないでください。 

  ・「絵画応募用添付名票」に必要事項を記入の上、裏面右下に添付してください。 
 
７ 募集期間  平成 28 年 7 月 20 日（水）～10 月 14 日（金）（必着） 
 
８ 応募方法等 

・原則として、学校単位で取りまとめの上、応募してください。その際、各学校は、部門ごとに別添様式の「応

募者名簿」を作成の上、添付してください。 
・県外の学校に通学している場合は、個人で応募することもできます。個人で応募する場合は、自宅の住所、 
電話番号を記載して郵送してください。 

・作品は、「10 応募先」の担当係宛てに郵送または持参してください。 
・絵画作品は、展示後返却いたします。作文及び俳句・川柳については返却しません。 
・１人で複数部門に応募することも可能です。 

 
９ 表彰等 

(1) 賞    優秀賞 小学生の部・中学生の部それぞれで各部門３作品ずつ（計１８点） 
賞状及び副賞として図書カード 5,000 円分を贈ります。 

※ 応募者全員に参加賞を差し上げます。（１人１つ） 
  (2) 審査   部門ごとに審査委員会を設置して審査します。 
  (3) 発表   平成 28 年 12 月初旬の予定 

入賞者は学校宛てに通知します。（個人で応募した場合は、個人宛に通知） 
(4) 表彰式  平成 29 年１月頃に実施予定 

  (5) その他  入賞作品の版権は主催者に属し、「とちぎの百様」ホームページや県のイベント等で公開・展示 
いたします。また、その際、学校名、学年、氏名を公表させていただきます。 

 
10 応募先・問い合わせ先 
  栃木県総合政策部地域振興課内 「とちぎの百様」ジュニアコンクール 係 
  〒320－8501 宇都宮市塙田 1-1-20 栃木県庁本館８階   Tel：028－623－2233  

※全ての部門をまとめて送付いただいて構いません。 
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とちぎの百様　一覧
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